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みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　　危険なビーナス（東野圭吾／著） 日蝕えつきる（花村萬月／著）
　女子的生活（坂木司／著） メビウス・ファクトリー（三崎亜記／著）
　室町無頼（垣根涼介／著） ７デイズ（五十嵐貴久／著）
　天下を計る（岩井三四二／著） 柳家商店開店中（柳広司／著）
　ミスター・メルセデス　上・下（スティーヴン・キング／著）
　すべての見えない光（アンソニー・ドーア／著）

●随筆・詩などの文学　　小説家と過ごす日曜日（石田衣良／著）
　渡る老後に鬼はなし（橋田壽賀子／著） あなた（河野裕子／著）
　稲垣足穂（稲垣足穂／著） 朝からスキャンダル（酒井順子／著）

●その他の本　マスラオ礼讃（ヤマザキマリ／著） ときめく微生
　物図鑑（塩野正道／写真） 日の沈む国から（加藤典洋／著）
　発達障害とはなにか（古荘純一／著）
　今のことばで覚える初めてのくずし字（齋藤均／編）
　あなたの体は９割が細菌（アランナ・コリン／著）

（ ）平成28年9月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
28年

11
4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

発
見
の
タ
イ
ム
ラ
グ
―
―
御
笠
団
印
と
遠
賀
団
印

　

太
宰
府
市
内
（
旧
水
城
村
内
）
で
出
土
し

た
御
笠
団
印
・
遠お

か賀
団
印
は
、
奈
良
時
代
の

軍
隊
の
公
式
印
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
）。
こ
の
２
つ
の
印
鑑
は
、
日
本
で
最
初

に
見
つ
か
っ
た
軍
団
印
と
し
て
注
目
さ
れ
ま

す
が
、
学
問
的
な
盛
り
上
が
り
だ
け
で
な
く
、

印
鑑
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
訴
訟
事
件
と
し
て

世
間
を
騒
が
せ
（
狭
川
真
一
「
筑
前
に
ゆ
か

り
あ
る
印
章
の
伝
来
経
緯
に
つ

い
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
79
）、
当
時
一
般
に

も
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
水
城
村
に
…
…
今
度
は
遠
賀

軍
団
印　

軍
団
印
を
繞め

ぐ

る
訴
訟

問
題
か
ら
秘
蔵
者
警
察
に
届
出
」

こ
れ
は
世
紀
の
発
見
第
２
弾
、

遠
賀
団
印
の
出
現
を
知
ら
せ
る

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
10
月
13

日
の
福
岡
日
日
新
聞
の
見
出
し

で
す
。
遠
賀
団
印
は
明
治
32（
１

８
９
９
）
年
２
月
、
旧
御
笠
北
高
等
小
学
校

の
校
舎
新
築
工
事
の
時
に
偶
然
出
土
し
ま
す

が
、
拾
得
者
が
そ
れ
と
知
ら
ず
に
持
ち
帰
り

ま
す
。
高
さ
約
５
セ
ン
チ
・
印
面
約
４
セ
ン

チ
四
方
の
銅
印
は
子
ど
も
の
文
鎮
と
し
て
手

ご
ろ
な
サ
イ
ズ
、
長
ら
く
自
宅
で
日
用
品
と

し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和

２
年
４
月
に
見
つ
か
っ
た
御
笠
団
印
の
訴
訟

問
題
が
九
州
日
報
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ

と
で
拾
得
者
が
「
お
宝
」
と
気
付
き
、
遠
賀

団
印
を
二
日
市
警
察
署
に
届
け
出
、
実
に
35

年
の
時
を
経
て
よ
う
や
く
「
発
見
」
に
い
た

り
ま
す
。
期
せ
ず
し
て
水
城
村
で
相
次
い
だ

大
発
見
は
、
九
州
日
報
の
ス
ク
ー
プ
の
お
手

柄
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

２
つ
の
印
が
出
土
し
た
場
所
（
御
笠
団
印

は
坂
本
三
丁
目
、
遠
賀
団
印
は
水
城
小
学

校
校
庭
）
に
は
現
在
、
石
標
が
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
昭
和
12
年
に
出
土
地

顕
彰
の
た
め
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

県
２
・
村
１
の
割
合
で
建
設
費
を

負
担
し
、
水
城
村
は
当
時
、
廃
道

を
売
却
し
て
そ
れ
に
充
て
ま
し
た
。

「
将
来
決
シ
テ
撤
去
致
サ
ズ
候

そ
う
ろ
う

」
と

い
う
約
束
も
建
設
地
の
土
地
所
有

者
と
福
岡
県
知
事
と
の
間
で
取
り

交
わ
し
、
昭
和
12
年
３
月
２
日
付

で
竣
工
届
が
県
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
太
宰
府
市
に
は
「
御
笠
遠
賀

団
印
事
績
」
と
い
う
文
書
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
石
標
建
設
に
つ
い

て
、
県
の
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
係
と
水
城

村
と
の
や
り
と
り
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
笠
団
印
・
遠
賀
団
印
に
つ
い
て
は
、「
日

本
遺
産　

太
宰
府　

古
代
日
本
の
『
西
の

都
』
～
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
拠
点
～
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.dazaifu-japan-
heritage.jp/

）で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

太
宰
府
市
公
文
書
館　

藤
田　

理
子
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みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
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TEL （９２１）４６４６

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　江戸を造った男（伊東潤／著） 望み（雫井脩介／著）
　料理通異聞（松井今朝子／著） 天晴れアヒルバス（山本幸久／著）
　農ガール、農ライフ（垣谷美雨／著） 新しい鳥たち（片山恭一／著）
　生か、死か（マイケル・ロボサム／著） 芝浜（山本一力／著）
　ヒポクラテスの憂鬱（中山七里／著） ヌメロ・ゼロ（ウンベルト・エーコ／著）

●随筆・詩などの文学　シルバー川柳 ６（全国有料老人ホーム協会／編　ポプラ社
　編集部／編） 人はいくつになっても生きようがある。（吉沢久子／著）
　生きづらい世を生き抜く作法（雨宮処凛／著）
　父へ母へ。100万回の「ありがとう」（『ＰＨＰ』編集部／編）
　ことばのこころ（中西進／著） 三谷幸喜のありふれた生活　14（三谷幸喜／著）

●その他の本　プログラムの絵本（アンク／著）
　るすめしレシピ（上田淳子／著）
　若冲の花（朝日新聞出版／編　辻惟雄／編） ゴヤ「戦争と平和」
　（大高保二郎／著） 日本まじない食図鑑（吉野りり花／著）
　ちいさな着物遊び（大井とき江／著）

（ ）平成28年10月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
28年

12
2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

筑
紫
大
宰
と
筑
紫
総
領

　

筑つ
く
し紫

大だ
ざ
い宰

・
筑つ

く
し紫

総そ
う

領り
ょ
う

の
問
題
は
、
い
わ

ゆ
る
「
那な

の
つ
の津

官み
や

家け

」
と
同
様
に
、
古
代
大
宰

府
の
成
り
立
ち
を
検
討
す
る
う
え
で
は
き
わ

め
て
重
要
で
す
。
た
だ
、
関
連
史
料
が
必
ず

し
も
多
く
は
な
く
、
か
つ
そ
の
解
釈
も
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
定
説
が
な
い
状
況
で

す
が
、
今
回
は
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

筑
紫
大
宰
に
関
す
る
史
料
は
、『
日
本
書

紀
』
推
古
天
皇
17
（
６
０
９
）
年

に
初
め
て
見
え
、
持
統
天
皇
８

（
６
９
４
）
年
ま
で
確
認
で
き

ま
す
。
倉く

ら

住ず
み

靖や
す

彦ひ
こ

さ
ん
は
、
こ

れ
ら
を
６
６
３
年
の
白
村
江
戦

を
境
に
前
期
筑
紫
大
宰
と
後
期

筑
紫
大
宰
に
分
け
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
研
究
で
は
前
期
筑
紫
大

宰
の
存
在
を
疑
問
視
す
る
説
も

だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に

前
期
筑
紫
大
宰
は
史
料
的
に
み

る
と
そ
の
数
が
少
な
く
影
が
薄

い
の
で
す
が
、
わ
た
く
し
は
、
隋
に
よ
る
中

国
大
陸
統
一
（
５
８
９
年
）
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
推
古
朝
に
お
け
る
隋
使
の
来
航
を
ひ

と
つ
の
大
き
な
契
機
と
し
て
、
北
部
九
州
に

筑
紫
大
宰
が
置
か
れ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
筑
紫
総
領
に
つ
い
て
は
、
記
録
の

う
え
で
は
、『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
４
（
７

０
０
）
年
、
つ
ま
り
大
宝
律
令
の
制
定
施
行

（
７
０
１
～
７
０
２
年
）
直
前
に
、
２
例
が

み
え
る
の
み
で
す
。
た
だ
し
、
筑
紫
に
限
ら

な
け
れ
ば
、
総
領
に
関
す
る
史
料
は
、『
常

陸
国
風
土
記
』
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
総
領
が
、

孝
徳
天
皇
の
頃（
６
５
０
年
前
後
）に
評（
こ

お
り
、
の
ち
大
宝
律
令
施
行
後
に
「
郡
（
こ

お
り
）」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
）
の

分
立
設
置
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
と
、
筑
紫
総

領
も
同
じ
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い

て
は
、
こ
の
大
宰
と
総
領
を
同
じ

も
の
と
考
え
る
、
あ
る
い
は
ま
た

大
宰
を
官
司
名
、
総
領
を
そ
の
長

官
の
官
職
名
と
す
る
説
な
ど
も
唱

え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

両
者
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
設
立

時
期
も
、果
た
し
た
役
割
も
異
な
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

同
一
の
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

わ
た
く
し
は
、
筑
紫
大
宰
と
筑
紫
総
領
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
に
は
、
時
期
的
な
変
化

を
も
っ
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
最
終
的
に
大
宝
律
令
の
制
定
施
行

に
よ
っ
て
成
立
す
る
大
宰
府
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

 

太
宰
府
市
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文
書
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市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
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TEL （９２１）４６４６

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　虚実妖怪百物語 急（京極夏彦／著）
　Ｄの殺人事件、まことに恐ろしきは（歌野晶午／著）
　我ら荒野の七重奏（加納朋子／著） 老乱（久坂部羊／著）
　脇坂副署長の長い一日（真保裕一／著） 君はレフティ（額賀澪／著）
　ジュリエット（アリス・マンロー／著） 木もれ日を縫う（谷瑞恵／著）
　トランペット（ジャッキー・ケイ／著）

●随筆・詩などの文学　人は皆、土に還る（曽野綾子／著）
　狂うひと（梯久美子／著） 記憶をつなぐラブレター（城戸真亜子／著）
　ぐるぐる問答（森見登美彦／著） おばさんの金棒（室井滋／著）
　馬場あき子の「百人一首」（馬場あき子／著）

●その他の本　日本と世界の塩の図鑑（青山志穂／著）
　香りを楽しむ庭木の本（三上常夫／著　若林芳樹／著）
　すっきり暮らすための収納のコツ（主婦の友社／編）
　よい謝罪（竹中功／著） 知るほど面白くなる日本地理（地理
　教育研究会／著） お世話され上手（釈徹宗／著）

（ ）平成28年11月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

１
6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

菊
池
一
族
の
首く

び

級き
ゅ
う

　

昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
８
月
、
福
岡
市

営
地
下
鉄
敷
設
の
た
め
の
御ご

供く

所し
ょ

町ま
ち

の
発
掘

現
場
か
ら
、
人
の
首
の
骨
１
１
０
個
が
出

土
し
ま
し
た
。
14
世
紀
前
半
の
も
の
と
鑑
定

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
人
骨
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
首
か
ら
上
の
骨
で
、
大
部
分
が
成
人
男
性

の
も
の
。
骨
に
は
合
戦
の
証
拠
と
な
る
刀
傷

も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
鎌
倉
時
代
最
末

期
に
鎮
西
探
題
（
鎌
倉
幕
府
の
九
州
出
先
機

関
）へ
反
乱
を
起
こ
し
鎮
圧
さ
れ

た
菊き

く

池ち

武た
け

時と
き

と
そ
の
一
族
の
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
発
見
当
時
、

大
い
に
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

菊
池
武
時
の
乱
は
、
後
醍
醐

天
皇
皇
子
護も

り
よ
し（
も
り
な
が
）

良
親
王
の
幕
府
追

討
命
令
に
呼
応
し
、
元
弘
３（
１

３
３
３
）
年
３
月
13
日
、
肥
後

国
御
家
人
菊
池
武
時
が
起
こ
し

た
反
乱
で
す
。
当
初
、
九
州
御

家
人
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
、

少し
ょ
う

弐に

貞さ
だ

経つ
ね

、
大お

お

友ど
も

貞さ
だ

宗む
ね

も
菊
池

氏
と
と
も
に
探
題
を
襲
撃
す
る
予
定
で
し
た

が
、
時
期
尚
早
と
判
断
し
た
た
め
か
い
ず
れ

も
こ
れ
に
応
じ
ず
、
菊
池
氏
は
結
局
単
独
で

襲
撃
す
る
に
至
り
ま
す
。
こ
の
約
２
カ
月
後

の
５
月
25
日
に
は
、
少
弐
・
大
友
両
氏
が
中

心
と
な
っ
て
探
題
を
滅
ぼ
し
ま
す
の
で
、
皮

肉
な
結
果
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

博
多
の
街
に
火
を
放
ち
、
櫛く

し

田だ

神
社
近
く

に
あ
っ
た
探
題
館や

か
た

に
討
ち
入
っ
た
菊
池
氏
の

軍
勢
で
し
た
が
、
多
勢
に
無
勢
、
武
時
を
は

じ
め
主
だ
っ
た
人
々
は
討
ち
死
に
し
、
そ
の

首
級
は
犬い

ぬ

射い
の

馬ば

場ば

と
い
う
場
所
で
さ
ら
さ
れ

ま
し
た
（「
博
多
日
記
」）。
発
掘
調
査
で
発

見
さ
れ
た
首
級
に
は
火
に
か
け
ら
れ
た
痕
跡

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
弔と

む
ら

い
の
た
め
に

焼
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
首
級
に
関
し
て
次
の
よ

う
な
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
戦
後
の
４
月
４
日
、
犬
射
馬

場
の
首
級
を
見
た
女
性
が
物
狂

い
の
状
態
に
な
っ
た
。
二
人
の

僧
が
こ
れ
を
怪
し
ん
で
事
情
を

尋
ね
て
み
る
と
、
こ
の
女
性
は

男
の
風
情
を
し
て
、「
私
は
菊

池
武
時
の
甥
の
左
衛
門
三
郎
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
童
名
を
菊

一
と
い
い
、
有う

智ち

山や
ま

で
稚
児
を

し
て
い
た
。
菊
池
で
新
妻
を
迎

え
て
た
っ
た
16
日
で
出
陣
と
な
っ

た
。」
と
し
て
、
涙
な
が
ら
に
さ

ま
ざ
ま
な
恨
み
言
を
語
っ
た
。
僧
ら
は「
か

弱
い
女
性
の
も
と
に
出
て
く
る
の
は
筋
違

い
で
あ
る
。
家
を
作
っ
て
進
ぜ
よ
う
。」と

言
っ
て
卒そ

塔と

婆ば

に
名
字
を
記
し
松
原
に
立

て
て
や
っ
た
。�

（「
博
多
日
記
」）

　

戦
乱
で
若
く
し
て
死
な
ね
ば
な
ら
ず
、
さ

ぞ
心
残
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
悲
し
み
を
よ

く
伝
え
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
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としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　闇の平蔵（逢坂剛／著)　松田さんの１８１日（平岡陽明／著）
　幸せのプチ(朱川湊人／著)　珍妙な峠(町田康／著)　決戦！桶狭間(冲方丁／著)
　比ぶ者なき（馳星周／著)　浜の甚兵衛（熊谷達也／著）
　沈黙法廷（佐々木譲／著)　告白の余白（下村敦史／著)
　タイムマシンでは、行けない明日（畑野智美／著)　

●随筆・詩などの文学　いそっぷ詩（谷川俊太郎／著）
　ノッポさんの「小さい人」となかよくできるかな？（高見のっぽ／著）
　星に願いを、いつでも夢を（村上　龍／著）
　笑って、泣いて、考えて。（永六輔／述）　幼年の色、人生の色（長田弘／著）　

●その他の本　その叱り方、問題です！（菅原ますみ／著）
　ザ・議論！（井上達夫／著　小林よしのり／著）
　人生の流儀（萩本欽一ほか／著）
　あなたの仕事、感情労働ですよね？（関谷大輝／著）
　片づけは「捨てない」ほうがうまくいく（伊藤勇司／著）
　図書館ねこベイカー＆テイラー（ジャン・ラウチ／著）
　初女さんのお漬物（佐藤初女／著）

（ ）平成28年12月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

２
3
10
17
24

2
9
16
23

1
8
15
22

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

在
村
医
の
診
療
記
録

　

太
宰
府
の
医
家
中
川
家
は
、
初
代
中
川
養よ

う

節せ
つ

が
17
世
紀
半
ば
に
太
宰
府
で
開
業
し
代
々

内
科
を
専
門
と
し
て
き
た
在
村
医
の
家
系
で

す
。
４
代
目
の
昌し

ょ
う

澤た
く

は
福
岡
藩
か
ら
天
満
宮

社
家
中
の
種し

ゅ
と
う痘

医
に
命
じ
ら
れ
る
な
ど
幕
末

維
新
期
に
お
け
る
太
宰
府
の
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
人
物
で
、
彼
は
日
常
の
診
療
活
動
の

一
部
を
「
医
窓
筆
談
」（
中
川
家
文
書
）
と
い

う
日
記
に
ま
と
め
て
残
し
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
在
村
医
に
よ
る
診
療
記
録
は
全
国
的

に
見
て
も
数
が
少
な
く
、
当
時
の

医
療
内
容
を
知
る
う
え
で
貴
重
な

史
料
で
す
。

　
「
医
窓
筆
談
」
は
、
嘉
永
元
（
１

８
４
８
）
年
か
ら
安
政
２
（
１
８

５
５
）
年
ま
で
の
11
件
分
の
記
録

で
、
昌
澤
が
居
住
す
る
宰
府
村
の

患
者
が
３
名
、
御
笠
郡
内
が
２
名
、

郡
外
が
２
名
、
不
明
が
４
名
で
す
。

江
戸
時
代
の
医
師
も
現
在
と
同
じ
で
、
腕
が

良
け
れ
ば
多
く
の
患
者
に
頼
ら
れ
遠
方
ま
で

診
療
に
出
か
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、記
録
に
は
前
医
の「
治
療
困
難
」

に
よ
っ
て
診
療
を
引
き
継
い
だ
事
例
も
見
ら

れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
昌
澤
の
医
師
と
し
て

の
能
力
の
高
さ
と
信
頼
の
厚
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。
患
者
層
も
幅
広
く
、
疱ほ

う
そ
う瘡（

天
然
痘
）

の
小
児
や
「
血
の
道
の
病
」
の
婦
人
、
傷し

ょ
う

寒か
ん

（
高
熱
を
伴
う
疾
患
）
の
僧
侶
な
ど
が
お
り
、

延
寿
王
院
信し

ん
ぜ
ん全
の
名
前
も
あ
り
ま
す
。
診
療

の
内
容
は
古こ

医い

方ほ
う

（
漢
方
医
学
の
一
派
）
に

よ
る
も
の
で
、
昌
澤
は
京
都
へ
遊
学
し
て
こ

の
医
術
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
患
者
を
診
察

し
病
因
を
考
え
投
薬
し
経
過
を
よ
く
観
察
し

て
効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
ら
別
の
薬
を
処

方
す
る
、
と
い
う
医
術
の
様
子
を
詳
細
に
記

録
し
、
臨
床
と
実
践
を
重
ん
じ
る
古
医
方
の

体
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
疱
瘡
に
罹
患
し

た
男
児
の
治
療
を
行
っ
た
時
は
、
全
身
に
広

が
っ
た
発
疹
が
膿
み
始
め
た
６
日
目
か
ら
膿

が
出
る
11
目
ま
で
は
膿
疱
の
色
と
形
を
毎

日
観
察
し
、
食
欲
、
排
泄
、
全
身

の
状
態
な
ど
も
踏
ま
え
て
投
薬
し

て
お
り
、
当
時
の
診
療
の
様
子
が

生
々
し
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
医
窓
筆
談
」
で
は
、
死
亡
例

が
１
件
あ
る
他
は
昌
澤
の
治
療
に

よ
っ
て
回
復
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
重
症
の
患
者
ば
か
り
で
１
回

の
投
薬
で
は
平
癒
せ
ず
処
方
を
変

え
て
何
回
も
投
薬
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

記
録
は
難
治
の
症
例
だ
け
を
集
め
て
後
の
診

療
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
筆
致
に
も
書
き
継
い
だ

形
跡
が
見
ら
れ
ず
、
後
年
編
纂
の
可
能
性
が

高
い
で
す
。
患
者
の
臨
終
に
立
ち
合
っ
た
昌

澤
が
「
私
の
誤
鑑
で
あ
る
、
な
ぜ
病
因
を
つ

き
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
と

悔
恨
し
自
ら
を
戒
め
る
言
葉
を
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
医
術
に
か
け
る
彼
の
思
い
が

読
み
取
れ
ま
す
。

太
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としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　片翼の折鶴（浅ノ宮遼／著） 本バスめぐりん。（大崎梢／著）
　大雪物語(藤田宜永／著） ｉ(西加奈子／著）
　ウインドアイ(ブライアン･エヴンソン／著） 「茶の湯」の密室（愛川晶／著）
　蝮の孫（天野純希／著） 電王（高嶋哲夫／著）
　夜明けまで眠らない（大沢在昌／著）

●随筆・詩などの文学　もったいないばあさんの知恵袋（真珠まりこ／作）
　日本人はなぜ、五七五七七の歌を愛してきたのか（錦仁／編）
　エラリー・クイーン推理の芸術（フランシス・Ｍ．ネヴィンズ／著）
　捨てきらなくてもいいじゃない？（岸本葉子／著）
　98歳。心して「一人」を楽しく生きる（吉沢久子／著） 尾崎放哉（河出書房新社）

●その他の本　本を読む（安野光雅／著） 平城京のごみ図鑑
　（奈良文化財研究所／監修） 紳士服を嗜む（飯野高広／著）
　いつかの夏（大崎善生／著） シリア難民（パトリック・キン
　グズレー／著） 楽しい植物化石（土屋香、土屋健／著）
　独身40男の歩き方（木村隆志／著）
　コンピュータが小説を書く日（佐藤理史／著）

（ ）平成29年1月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

３
3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

10
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道
敷
設
計
画

　

吉
塚
か
ら
志
免
・
宇
美
を
通
っ
て
筑ち

く
ぜ
ん前
勝か

つ

田だ

を
つ
な
ぐ
国
鉄
勝
田
線
は
、
元
は
筑
前

参
宮
鉄
道
と
い
っ
て
大
正
７
～
８
年
に
開
業
、

糟
屋
炭
田
の
石
炭
を
運
ぶ
他
、
宇
美
八
幡
宮

へ
の
参
拝
客
の
輸
送
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
に
は
九
州
電
気
軌
道

他
３
社
と
合
併
さ
れ
て
西
日
本
鉄
道
と
な
り
、

同
19
年
に
国
有
化
、
後
に
鉄
道
事
業
の
再
生

を
図
る
国
鉄
改
革
の
過
程
で
昭
和
60
年
に
廃

止
と
な
り
ま
す
が
、
炭
鉱
地
域
を

緩
や
か
に
走
る
当
時
の
情
緒
を
懐

か
し
む
人
も
未
だ
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
勝
田
線
、
終
点
だ
っ
た
筑

前
勝
田
駅
か
ら
現
在
の
西
鉄
太

宰
府
駅
ま
で
県
道
に
沿
う
と
５

キ
ロ
ち
ょ
っ
と
、
地
図
上
で
は
目

と
鼻
の
先
に
感
じ
ら
れ
る
両
駅

間
に
こ
れ
ま
で
線
路
の
敷
設
は

無
く
、
か
つ
て
は
「
参
宮
」
を
名

乗
っ
た
鉄
道
が
太
宰
府
天
満
宮
に

達
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
不
思
議

に
思
え
ま
す
が
、
実
は
当
初
、
線

路
を
太
宰
府
ま
で
延
ば
す
発
想
は
あ
り
ま
し
た
。

　

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
５
月
、
宇
美
軌

道
か
ら
社
名
を
変
更
し
た
筑
前
参
宮
鉄
道
は
、

炭す
み

焼や
き

か
ら
只た

だ

越ご
え

、
松ま

つ

川ご
う

を
経
て
太
宰
府
に
至

る
線
路
の
延
長
敷
設
免
許
を
国
に
申
請
し
、

太
宰
府
町
会
も
こ
れ
を
承
認
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
８
月
、「
す
で
に
特
許
を
得
て
い
る
筑
紫

電
気
軌
道
が
あ
る
の
で
、
目
下
の
交
通
状
態

に
鑑
み
本
件
敷
設
の
必
要
は
な
い
」
と
却
下

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
（「
延
長
線
敷
設
願
却
下

ノ
件
」）。
実
は
前
年
、
宇
美
軌
道
時
代
に
線

路
延
長
願
を
出
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

時
に
は
「
出
願
線
路
は
筑
糟
軌
道
株
式
会
社

出
願
線
路
と
並
行
し
て
い
る
の
で
評
議
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
福
岡
県
知
事
の
副
申
が
添

え
ら
れ
た
た
め
取
り
下
げ
と
な
り
ま
し
た（「
宇

美
軌
道
延
長
敷
設
願
ノ
件
ニ
付
副
申
」）。
筑

糟
軌
道
の
敷
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
確
か
に

大
正
２
年
６
月
、
太
宰
府
町
会
が
宇
美
か
ら

太
宰
府
に
か
け
て
の
線
路
敷
設
を

承
認
し
て
い
ま
す
し
、
同
年
、
鎮

西
電
気
軌
道
の
線
路
敷
設
願
も
認

め
て
い
ま
す
。
国
や
県
と
し
て
は
、

複
数
社
が
無
駄
に
競
合
す
る
事
態

は
避
け
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
後
大
正
６
年
４
月
に
も
、
筑
前

参
宮
鉄
道
が
出
願
し
た
鉄
道
延
長

敷
設
免
許
申
請
（
宇
美
～
太
宰
府
～

朝
倉
軌
道
田
川
停
留
所
）
に
同
意
し

た
こ
と
が
町
会
議
事
録
に
見
ら
れ

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も

敷
設
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
期
は
太
宰
府
町
で
道
路
の
整
備
が
進

ん
だ
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
大
正
５
年
に

は
石
坂
道
路
更
正
、
同
７
～
８
年
に
は
只
越

道
路
、
北
谷
道
路
が
竣
工
。
当
時
の
線
路
は

町
営
道
路
上
に
敷
設
す
る
計
画
だ
っ
た
た
め
、

そ
れ
を
見
込
ん
だ
整
備
も
一
部
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
結
果
線
路
は
敷
か
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昭
和
に
入
る
と
鉄
道
各
社
が
バ

ス
事
業
も
営
む
、
新
し
い
時
代
に
入
り
ま
す
。

 

太
宰
府
市
公
文
書
館　

藤
田　

理
子
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○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　錯迷（堂場瞬一／著)　 狩人の悪夢（有栖川有栖／著）
　向こうがわの蜂（池永陽／著)　ネコと昼寝（群ようこ／著)　 
　銀の猫（朝井まかて／著)　不時着する流星たち（小川洋子／著)
　墨龍賦（葉室麟／著）　存在感のある人（アーサー・ミラー／著)
　罠に落ちろ（藤田宜永／著)　 翼がなくても（中山七里／著)
　サロメ（原田マハ／著)　

●随筆・詩などの文学　それでもこの世は悪くなかった（佐藤愛子／著）
　天皇と和歌（鈴木健一／著）　野良猫を尊敬した日（穂村弘／著）
　人生の踏絵（遠藤周作／著）　愉しきかな、俳句（西村和子／著）
　ヨーコさんの“言葉”（佐野洋子／文）　謡曲を読もう（夕田謙二／著）　

●その他の本　「自分らしさ」はいらない（松浦弥太郎／著）
　安倍三代（青木理／著）　ぶらり超低山散歩　福岡近郊編
（谷正之／著）　AIが同僚（日経トップリーダーほか／編）
　こどもに作ってあげたいもの（日本ヴォーグ社）
　私のごひいき（高峰秀子／著）
　夢はみるものではなく、かなえるもの（澤穂希／著）

（ ）平成29年2月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

４ 7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

 
4
11
18
25

　
3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

　
　
郡
と
評

　

か
つ
て
日
本
古
代
史
研
究
に
お
い
て
、
有

名
な
大
化
改
新
詔
を
め
ぐ
っ
て
、
ひ
と
つ
の

議
論
が
も
ち
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
郡

評
論
争
」で
す
。
郡
も
評
も「
こ
お
り
」と
読

み
、
古
代
の
地
方
行
政
組
織
の
呼
び
名
で
す
。

大
化
２
（
６
４
６
）
年
正
月
に
出
さ
れ
た
大

化
改
新
詔
で
は
、
そ
れ
を
郡
と
表
記
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
当
時
は
評
と
呼
ば
れ
て
い

た
は
ず
で
、
こ
の
こ
と
は
改
新
詔
が
、
後
世

の
知
識
に
よ
っ
て
評
を
郡
と
書
き
換
え
た
も

の
と
し
て
そ
の
信
憑
性
、
ま
た
そ
の
実
在
を

も
疑
う
と
い
う
説
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
評
は
郡
の

異
体
字
に
す
ぎ
ず
、
当
時
か
ら
郡

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
る
反
論
も

あ
り
、
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
の

で
し
た
。
こ
れ
は
の
ち
に
、
大
化

改
新
と
い
う
政
治
改
革
そ
の
も
の

を
認
め
な
い
「
大
化
改
新
否
定
論
」

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
飛
鳥
・
藤
原
地
域

か
ら
出
土
し
た
木も

っ
か
ん簡
に
よ
っ
て
、
大
宝
律
令

の
制
定
施
行
ま
で
は
、
評
の
文
字
だ
け
が
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
な
り
、「
郡

評
論
争
」
に
も
決
着
が
つ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
近
年
で
は
、
そ
う
し
た
木
簡
や
、
大
化
改

新
時
の
都
で
あ
っ
た
難
波
宮
跡
に
お
け
る
発

掘
調
査
の
進
展
な
ど
を
承
け
て
、
大
化
改
新

を
日
本
に
お
け
る
律
令
制
国
家
形
成
の
画
期

の
ひ
と
つ
と
し
て
再
評
価
す
る
動
き
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
九
州
に
関
わ
る
評
史
料
に
目
を

む
け
て
み
る
と
、
京
都
妙
心
寺
梵
鐘
銘
が
ま

ず
思
い
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
梵
鐘
は
観
世
音

寺
梵
鐘
と
は
兄
弟
鐘
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
よ

く
似
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
銘
文
に
よ
れ

ば
、
戊
戌
（
６
９
８
、
文
武
２
）
年
、
糟
屋

評
造
舂
米
連
広
国
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
糟
屋
評
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
の
ち
の
筑
前
国
糟
屋
郡
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
最
近
発
見
さ
れ
た

太
宰
府
市
国
分
松
本
遺
跡
出
土
木
簡
に
は

「
嶋
評
」
が
み
え
、
こ
れ
も
ま
た
の
ち
の
筑

前
国
嶋
郡
（
現
福
岡
県
糸
島
市
の
一
部
）
に

あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
太
宰
府

市
大
宰
府
跡
蔵
司
西
地
区
出
土
木

簡
に
は
「
久
須
評
」
が
み
え
、
こ

れ
は
の
ち
の
日
向
国
玖
珠
郡
（
現

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
・
玖
珠
町
）

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

の
ち
の
郡
名
に
直
接
つ
な
が
る
と

み
ら
れ
る
評
が
あ
る
一
方
、
福
岡

市
井
尻
Ｂ
遺
跡
出
土
の
篦へ

ら

書
土
器

に
は
、
山
部
評
、
豊
評
と
い
う
評

名
が
み
え
ま
す
。
出
土
地
は
、
当
時
の
筑
前

国
那
珂
郡
（
現
福
岡
市
博
多
・
中
央
・
南
区
、

那
珂
川
町
、
春
日
市
）
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、

両
者
と
も
そ
の
郡
名
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
評
が
分
割
や
統
合
を

経
て
、郡
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
評
が
ど
の
よ
う
に
形

づ
く
ら
れ
、
郡
制
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館　
　

重
松　

敏
彦

～公文書館だより 　～36
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としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　救急病院（石原慎太郎／著） 物件探偵（乾くるみ／著）
　終りなき夜に生れつく（恩田陸／著） 回帰（今野敏／著）
　かわうそ堀怪談見習い（柴崎友香／著） 紙のピアノ（新堂冬樹／著）
　北斎まんだら（梶よう子／著） ガーディアン（薬丸岳／著）
　処刑の丘（ティモ・サンドベリ／著） 家と庭（畑野智美／著）
　夢窓（服部真澄／著）

●随筆・詩などの文学　無常の使い（石牟礼道子／著）
　皿洗いするの、どっち？（山内マリコ／著） 海をわたる手紙（澤地久枝、
　ドウス昌代／著） 無意味な人生など、ひとつもない（五木寛之／著）
　知れば知るほど（藤原正彦／著） 毎日っていいな（吉本ばなな／著）
　幸田家のことば（青木奈緒／著）

●その他の本　黒島の女たち（城戸久枝／著） 続ける力
　（若田光一／著） JR３０年の軌跡（JTBパブリッシング）
　賃貸でもここまでできるDIY（番匠智香子／著）
　ニッポンの主婦１００年の食卓（主婦の友社／編）
　騙されない技術（片田珠美／著） 結婚の嘘（柴門ふみ／著）

（ ）平成29年3月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

５
5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

五
卿
と
関
わ
っ
た
福
岡
藩
医

　

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、
８
月
18
日
の
政

変
に
よ
り
京
都
を
追
わ
れ
、
長
州
藩
へ
逃
れ

て
い
た
尊
攘
派
五
人
の
公
家
「
五
卿
」
が
太
宰

府
に
転
座
し
ま
し
た
。
五
卿
は
慶
応
３
年
に

帰
京
し
ま
す
が
、
滞
在
中
は
太
宰
府
周
辺
の

文
化
人
ら
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
医
師
の
名
前
も

見
え
、
通
古
賀
村
の
陶す

山や
ま

一い
っ

貫か
ん

や
大
石
村
の

岡お
か

部べ

忠た
だ

徳の
り

と
い
っ
た
太
宰
府
の
開
業
医
宅
に

三
条
実さ

ね

美と
み

が
訪
問
し
て
い
た
こ
と

は
『
太
宰
府
市
史
』
な
ど
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
城
下
新
大
工
町
居
住
の

塚
本
家
は
、
南
蛮
流
外
科
を
相
伝

す
る
外
科
医
で
初
代
道
庵
の
時
代

に
召
し
抱
え
ら
れ
た
福
岡
藩
医
の

家
で
す
。
現
在
、
塚
本
家
に
伝
わ

る
資
料
は
福
岡
市
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に

五
卿
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
当
主
を

つ
と
め
て
い
た
の
は
８
代
目
の
塚

本
道ど

う

甫ほ

と
い
い
、
大
坂
で
蘭
方
医
術
を
身
に

つ
け
万
延
元
（
１
８
６
０
）
年
に
家
督
を
つ
ぎ

ま
し
た
。
資
料
は
福
岡
藩
側
か
ら
道
甫
へ
宛

て
た
書
状
２
通
と
達
書
控
え
１
通
で
、
五
卿

が
京
都
へ
戻
る
時
の
付
添
を
命
じ
る
も
の
で

す
。
五
卿
の
官
位
回
復
と
帰
京
は
、
討
幕
派

の
鹿
児
島
藩
が
朝
廷
内
で
の
主
導
権
を
握
る

た
め
に
画
策
し
た
も
の
で
、
慶
応
３
年
12
月

14
日
に
鹿
児
島
藩
か
ら
三
条
実
美
ら
に
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
道
甫
へ
の
書
状
は
翌
日
15
日

付
で
、「
五
卿
衆
の
付
添
と
し
て
京
都
へ
行
く

こ
と
は
す
で
に
達
し
て
い
た
が
、
明
後
17
日

に
太
宰
府
を
発
つ
の
で
そ
の
心
得
で
い
る
よ

う
に
。
同
日
は
箱
崎
で
待
ち
請
け
て
乗
船
す

る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
当
時
の
船
旅
は
博

多
、
大
坂
間
で
４
、
５
日
要
し
、
大
坂
か
ら

京
都
ま
で
の
陸
路
を
入
れ
る
と
１
週
間
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。
五
卿
を
預
か
っ
て
い
た
福
岡

藩
と
し
て
は
、
要
人
を
送
り
届
け
る
た
め
医

師
を
随
行
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
役
目
を
塚
本
家
に
任
せ

た
の
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
道
甫
が
選

ば
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
資
料
が

な
い
た
め
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
道

甫
の
父
で
あ
る
７
代
目
道ど

う

禎て
い

は
幕

府
巡
見
使
が
福
岡
藩
内
を
通
行
す

る
際
に
付
添
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
藩
側
の
信
頼
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
五
卿
の
太
宰
府
出
発
は

強
風
の
た
め
19
日
に
延
期
と
な
り
、

道
甫
は
21
日
に
五
卿
と
出し

ゅ
っ

会か
い

し
乗

船
し
ま
し
た
。
塚
本
道
甫
と
い
う
藩
医
は
、

文
化
的
交
流
で
は
な
く
藩
命
に
よ
り
専
ら
医

師
と
し
て
五
卿
と
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
興

味
深
い
で
す
。
維
新
後
、
道
甫
は
福
岡
県
庁

か
ら
洋
医
学
専
任
と
し
て
医
学
校
出
仕
を
命

じ
ら
れ
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
は
二
等

軍
医
副
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
明
治
期
に
も
活

躍
し
ま
し
た
。

�

太
宰
府
市
公
文
書
館　
　

太
田
黒
真
美
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としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　素敵な日本人（東野圭吾／著） 決戦！忠臣蔵（葉室麟／ほか著）
　城をひとつ（伊東潤／著） 夜姫（新堂冬樹／著） 錆びた太陽（恩田陸／著）
　血縁（長岡弘樹／著） 嫁をやめる日（垣谷美雨／著）
　犬の報酬（堂場瞬一／著） 図書室のピーナッツ（竹内真／著）
　人生の段階（ジュリアン・バーンズ／著） 永久囚人（麻見和史／著）

●随筆・詩などの文学　愛さずにいられない（北村薫／著） 角野栄子の毎日いろいろ
　（角野栄子／著） 旅人よ　どの街で死ぬか。（伊集院静／著）
　内面からの報告書（ポール・オースター／著） 文士の遺言（半藤一利／著）
　島尾敏雄・ミホ愛の往復書簡（島尾敏雄、島尾ミホ／著）

●その他の本　国際テロリズム（安部川元伸／著） 
　きょうだいの育て方（小崎恭弘／著） 顎関節症は自分で治せる！
　（齋藤道雄／著） 接客用語辞典（尾形圭子／著）
　がんばらなくていい！楽シニアの作りおき（藤野嘉子／著）
　ラクチンおいしい！こだわり麺（堤人美／著）　
　招かれない虫たちの話（日本昆虫科学連合／編）

（ ）平成29年4月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

６
2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

※6月12日～30日は特別整理期間です

ま
つ
り
と
時
代
の
移
り
変
わ
り

　

今
年
度
は
い
っ
た
ん
お
休
み
と
な
り
ま
す

が
、「
太
宰
府
市
民
政
庁
ま
つ
り
」
は
、
太

宰
府
町
の
時
代
か
ら
数
え
る
と
39
年
続
い
た

名
物
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
町
の
商
工
会
主
催
の

盆
踊
り
大
会
を
前
身
に
、
学
業
院
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
昭
和
53
（
１
９

７
８
）
年
に
町
が
主
体
と
な
り
始
ま
り
ま
し

た
。

　

第
１
回
の
町
民
ま
つ
り
は
８
月
19
日
、
降

雨
の
心
配
も
よ
そ
に
賑
々
し
く

開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
０
人
の

町
民
を
集
め
ま
す
。テ
ー
マ
は“
地

域
の
連
帯
性
を
よ
り
強
く
”で
す

が
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
に
扮
し
た

子
ど
も
た
ち
の
モ
ノ
マ
ネ
熱
演

や
、
盆
踊
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

流
行
歌
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
サ
ン

デ
ー
」
を
採
用
す
る
な
ど
、
世
相

を
反
映
さ
せ
た
内
容
を
当
時
の

広
報
紙
が
伝
え
て
い
ま
す（
広
報

『
太
宰
府
』１
７
９
号
）。

　

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
の
市

制
施
行
に
と
も
な
い
、
町
民
ま
つ
り
は
「
市

民
ま
つ
り
」
と
な
り
ま
す
。
開
催
主
体
は
実

行
委
員
会
に
移
り
、“
市
民
の
手
に
よ
る
市

民
の
ま
つ
り
”
が
強
調
さ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

紅
白
出
場
歌
手
・
北き

た
は
ら原
謙け

ん

二じ

ら
が
ゲ
ス
ト
に

呼
ば
れ
、
市
制
施
行
記
念
行
事
と
し
て
の
ま

つ
り
に
色
を
添
え
ま
す
。（『
市
政
だ
よ
り
太

宰
府
』
２
７
３
号
）
そ
の
翌
年
に
は
水す

い

前ぜ
ん

寺じ

清き
よ

子こ

が
招
か
れ
、
学
中
の
会
場
を
１
万
人
の

人
出
が
埋
め
ま
し
た（
同
上
、
２
９
６
号
）。

　

会
場
が
大
宰
府
政
庁
跡
と
な
り
、
ま
つ
り

の
内
容
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
の
は
平
成
元（
１

９
８
９
）
年
の
第
８
回
目
か
ら
。
ル
ネ
サ
ン

ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン 

Ｄ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｉ

Ｆ
Ｕ
―
21
と
銘
打
ち
、
そ
れ
ま
で
盆
踊
り
を

メ
ー
ン
と
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
新
さ

れ
、
綱
引
き
大
会
や
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
大
会

な
ど
の
一
般
参
加
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
レ
ー

ザ
ー
光
線
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
演
出
が
組
み

込
ま
れ
ま
す
。“
ふ
る
さ
と
太
宰

府
”
を
テ
ー
マ
に
、
会
場
も
南
門

に
入
口
ゲ
ー
ト
、
正
殿
に
特
設
ス

テ
ー
ジ
を
配
し
、
並
ぶ
露
店
を
回

廊
に
見
立
て
て
“
歴
史
と
ロ
マ
ン

の
大
宰
府
政
庁
跡
”
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
（
同
上
、
４
３
１
号
）。
例
年

８
月
を
開
催
月
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
以
降
は
９
月
あ
る
い
は

10
月
の
秋
開
催
へ
と
時
期
が
移
動

し
ま
し
た
。

　

以
後
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
平
成
15
年
を
除
き
、
太

宰
府
の
文
化
を
市
民
皆
で
楽
し
く
表
そ
う
と

す
る
市
民
ま
つ
り
は
26
回
行
わ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
近
年
は
史
跡
地
保
護
や
交
通
渋
滞
の

対
策
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
迎
え
ま
し
た
。
時
代
に
沿
う
、
よ
り
太

宰
府
ら
し
い
ま
つ
り
の
あ
り
方
が
現
在
模
索

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

太
宰
府
市
公
文
書
館　

藤
田　

理
子
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～公文書館だより 　～39

みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　暗手（馳星周／著） ひとめぼれ（畠中恵／著） 諦めない女（桂望実／著）
　団塊の後（堺屋太一／著） 最愛の子ども（松浦理英子／著）
　どんぶらこ（いとうせいこう／著） 鎮憎師（石持浅海／著）
　追想の探偵（月村了衛／著） 人みな眠りて（カート・ヴォネガット／著）
　チェーン・ピープル（三崎亜記／著） 万次郎茶屋（中島たい子／著）

●随筆・詩などの文学　赤いゾンビ、青いゾンビ。（川上弘美／著）
　まぬけなこよみ（津村記久子／著） 辺境図書館（皆川博子／著）
　泣きたくなったあなたへ（松浦弥太郎／著）
　世界文学大図鑑（ジェイムズ・キャントン／ほか著） ＳＦの書き方（大森望／編）

●その他の本　尖閣諸島と日中外交（塩田純／著） ひだゴハン
　（飛田和緒／著） 生活習慣病の漢方内科クリニック（入江祥史／著）
　子どものアトリエ（西巻茅子／著）
　国旗で知る国際情勢（ティム・マーシャル／著）
　ちりめん細工の小さな袋と小箱（井上重義／監修）
　新きっぷのルールハンドブック（土屋武之／著）

（ ）平成29年5月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

７ 7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

 
4
11
18
25

　
3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

起
請
文
神
文
に
み
え
る
宝
満
大
菩
薩

　

起き

請し
ょ
う

文も
ん

と
は
宣
誓
書
の
一
種
で
、
自
ら

の
行
為
や
言
説
に
虚
偽
が
な
い
こ
と
を
表
明

す
る
た
め
、
神
仏
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
て
、
も
し
誓

約
内
容
に
偽
り
が
あ
れ
ば
そ
の
神
仏
の
罰

を
蒙こ

う
む

る
べ
き
こ
と
を
誓
っ
た
文
書
様
式
の

こ
と
で
す
。
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、

特
に
戦
国
時
代
に
は
、
大
名
や
領
主
間
で
盟

約
を
結
ぶ
際
に
よ
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

起
請
文
に
記
さ
れ
る
神
仏
に

は
、
一
般
的
な
神
仏
と
と
も
に

自
ら
が
信
仰
す
る
本
拠
地
に
近

い
神
仏
の
名
を
列
挙
す
る（
こ
の

部
分
を
「
神し

ん

文も
ん

」
と
呼
ぶ
）
こ
と

が
よ
く
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

筑
前
国
の
領
主
秋あ

き
づ
き月
種た

ね
ざ
ね実
の
家

臣
ら
が
宗
像
大
宮
司
の
家
臣
ら

に
宛
て
て
出
し
た
天
正
７（
１
５

７
９
）年
２
月
22
日
付
の
起
請
文

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
神
文
に

は
、「
梵ぼ

ん

天て
ん

、
帝た

い

釈し
ゃ
く

、
四
大
天
王
、

惣
じ
て
日
本
国
中
大
小
神
祇
」
と
い
う
一
般

的
な
神
仏
に
続
け
て
、「
殊
に
は
当
国
鎮
守

宝
満
大
菩
薩
、
氏
神
白
山
妙
理
大
権
現
」
と

し
、
秋
月
氏
に
と
っ
て
重
要
な
神
仏
の
名
を

挙
げ
て
い
ま
す
。「
氏
神
」と
し
て
挙
げ
る「
白

山
妙
理
大
権
現
」
は
、
秋
月
氏
本
拠
地
の
古

処
山
に
あ
る
白
山
神
社
の
こ
と
を
指
し
て
お

り
、
神
文
に
秋
月
氏
の
信
仰
が
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
他
に
も
肥

前
領
主
の
草く

さ

野の

鎮し
げ
な
が永

の
起
請
文
に
は
「
氏
神

鏡
大
明
神
」、
筑
前
領
主
の
原は

ら

田だ

可か

真し
ん

の
起

請
文
に
は
「
氏
神
高た

か

祖す

八
幡
大
菩
薩
」
な
ど
、

起
請
文
発
給
者
の
氏
神
を
挙
げ
る
例
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宝
満
宮
に
対
す
る
「
当
国
鎮
守
」

と
い
う
表
現
か
ら
は
、
秋
月
氏
が
宝
満
宮
の

こ
と
を
筑
前
国
を
代
表
す
る
神
仏
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
戦
国
時

代
の
起
請
文
に
つ
い
て
、
神
文
の

中
に
宝
満
宮
の
名
（「
宝
満
薩さ

っ

埵た

」

「
宝
満
大
菩
薩
」「
竈
門
宝
満
大
菩

薩
」）
が
見
え
る
文
書
は
、
調
べ
た

限
り
、
16
通
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
分
布
を
調
べ
る

と
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
と
、

北
部
九
州
の
西
側
諸
国
に
確
認
で

き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
神
文

の
分
析
に
よ
り
、
筑
前
一
国
に
留

ま
ら
な
い
宝
満
宮
の
信
仰
圏
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

 

太
宰
府
市
公
文
書
館　

朱
雀　

信
城

次
号
か
ら

「
明
治
維
新
１
５
０
年
特
集
」

を
連
載
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
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～公文書館だより 　～40

みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　劇場（又吉直樹／著）　家康の遠き道（岩井三四二／著）
　図書館は逃走中（デイヴィッド・ホワイトハウス／著） 孤道（内田康夫／著）
　人質オペラ（荒木源／著） 花しぐれ（梶よう子／著） めぐみ園の夏（高杉良／著）
　潮騒はるか（葉室麟／著） 落語魅捨理全集（山口雅也／著）

●随筆・詩などの文学　私日記９（曽野綾子／著） 乱歩と清張（郷原宏／著）
　うたかたの日々（諏訪哲史／著） 欠歯生活（北尾トロ／著）
　ミステリ国の人々（有栖川有栖／著） アガサ・クリスティーの大英帝国（東秀紀／編）
　女と男の品格。（伊集院静／著）

●その他の本　働けるうちは働きたい人のためのキャリアの教科書
　（木村勝／著） 虹色のチョーク（小松成美／著）
　あなたのその「忘れもの」コレで防げます（芳賀繁／著）
　ようこそ、認知症カフェへ（武地一／著）
　知らないと危ない！ズルい食品ヤバい外食（河岸宏和／著）
　美しい日本のくせ字（井原奈津子／著）

（ ）平成29年6月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

８
4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

陶
山
一い

っ
か
ん貫

　

通
古
賀
区
に
あ
る
個
人
宅
の
庭
に
、
大
き

な
石
碑
が
い
ま
も
遺の

こ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

三さ
ん

条じ
ょ
う

公こ
う

手し
ゅ
さ
い
の
ま
つ

栽
松
紀
念
碑
で
す
。
三
条
公
は

三
条
実さ

ね
と
み美

の
こ
と
で
、
幕
末
に
長
州
か
ら
移

さ
れ
て
太
宰
府
に
や
っ
て
き
た
五
卿
の
ひ
と

り
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
石
碑
は
、
こ
の
実
美
と
通
古
賀
に

居
を
構
え
て
い
た
医
師
・
陶
山
一
貫
と
の
関

わ
り
を
示
す
も
の
で
す
。

　

実
美
ら
五
卿
は
、
太
宰
府
滞
在
中
に
幾
度

と
な
く
、
陶
山
一
貫
の
邸
宅
を
訪

れ
て
交こ

う

誼ぎ

を
結
び
ま
し
た
。
明
治

維
新
を
迎
え
、
復
官
し
帰
洛
す
る

こ
と
と
な
っ
た
実
美
は
、
そ
の
昵じ

っ

懇こ
ん

な
る
交
流
の
記
念
と
し
て
、
自

分
の
盆
栽
の
松
を
、
手て

ず
か
ら
一

貫
の
庭
前
に
植
え
た
の
で
す
。

　

後
に
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
紀
念
碑
が
建

て
ら
れ
、
郷
土
史
家
・
江
島
茂し

げ

逸と
し

が
『
三
条
公
手
栽
松
由
来
記
』
を

著
し
ま
し
た
。
こ
の
由
来
記
は
、
陶
山
一
貫

の
家
系
か
ら
説
き
起
こ
し
、
実
美
が
一
貫
邸

の
庭
に
松
を
手
栽
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
由
来
記
に
は
ま
た
、
陶
山
一
貫
と
野の

村む
ら

望ぼ
う
と
う東
尼に

の
関
係
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
望

東
尼
は
、
幕
末
勤
皇
派
の
歌
人
で
、
筑ち

く

前ぜ
ん
の
く
に国

御お

厩う
ま
や

後
の
う
し
ろ

（
現
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
、

40
歳
の
時
に
平
尾
山
荘
（
現
福
岡
市
中
央
区

平
尾
）
に
隠い

ん
せ
い棲
、
夫
の
死
没
を
機
に
54
歳
で

剃て
い
は
つ髪

・
受じ

ゅ

戒か
い

し
ま
す
。
そ
の
後
京
都
へ
赴
き

ま
す
が
、
再
び
福
岡
へ
戻
り
、
平
尾
山
荘
に

勤き
ん
の
う皇

の
志
士
を
か
く
ま
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、
福
岡
藩
に
よ
る

尊
皇
攘
夷
派
弾
圧
に
あ
い
、
10
月
、
姫
島（
現

福
岡
県
糸
島
市
）
へ
流
刑
と
な
り
、
同
３
年
、

三
田
尻
（
現
山
口
県
防
府
市
）
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

由
来
記
に
よ
れ
ば
、
望
東
尼
は
太
宰
府
天

満
宮
へ
の
尊
崇
厚
く
、
菅
原
道
真

の
月
命
日
に
あ
た
る
25
日
に
は
欠

か
さ
ず
天
満
宮
を
参
拝
し
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
つ
い
で
に
、
一
貫

宅
を
訪
れ
て
、
と
も
に
天
下
国
家

を
談
ず
る
こ
と
を
無
上
の
楽
し
み

と
し
て
お
り
、
一
貫
も
ま
た
望
東

尼
と
談
話
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
、
毎
月
25
日
に
は
朝
か
ら
席

を
設
け
て
、
来
た
れ
ば
茶
菓
を
饗

し
て
歓
待
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
た
り
の
深
い
親
交
を
裏
づ
け
る
よ

う
に
、
一
貫
の
手
元
に
は
望
東
尼
が
詠
ん
だ

和
歌
の
短
冊
や
手
紙
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
ま
た
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
、

陶
山
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
貫
と
五
卿
、
望
東
尼
と
の
交

流
は
、
幕
末
維
新
期
の
太
宰
府
を
語
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
い
ま
に
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。
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